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転移性 肺腫 瘍 に対 して 手術 を行った 小 児悪性腫瘍の 検討 緩利 ケ ア へ 方向転換 した 再発性神経 節 芽腫の 1例
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【は じめ に 】

　 小 児 の 悪性腫 瘍 の 治療 に お い て 、肺転 移 巣 の コ ン トロ
ー

ル

は重 要 で 、集学的 治療 の 進歩 に よ り、積 極的 に 転移性 肺腫 瘍

に つ い て も手術 を行わ れ る よ うに なって きた、，今回、手術 を

行 っ た 転 移性肺 腫瘍 症例 に つ い て 検 討 した 、
【対 象】

　 19S5 年 よ り 2005 年 の 20 年 間 に悪 性腫 瘍 の 肺転 移 10 例 に

対 して 手術 を行 っ た。内 訳 は、男子
．5 例・女子 5 例 で あ っ た。

原 発の 疾 患 名 は、多様 で 、Wilms 腫 瘍 2 例、骨 肉腫 2 例、肝

芽腫 2 例 、肝細 胞癌 1 例、悪 性胚細 胞腫 1 例 、卵黄嚢癌 1例 、
急性 リ ン パ 性 白 血病 1 例 で あ っ た．
【結 果】

　 平 均凉 疾患診 断年 齢 は 6．20 ± 6．02 （7 ヶ 月〜15 歳 ）で あ っ

た。肺転 移発 見年齢 は 8．ll ± 6．84（1歳 10 ヶ 月
〜19歳 ）で あっ

た、：．転帰 と して 10症 例 中、無病生 存症 例 は 5例 （肝 芽腫 2例、
Wilrns腫 瘍 2 例、急 性 リ ン パ 性 白血 病 1例 ）で あ っ た n 無 病

生存 症例 の 5例 で は、原発 巣の コ ン トロ
ール が十 分 に 行 わ れ

て い た。死 亡 時 年齢 は 13．49 ± 8、30 （3 歳 〜29 歳 ）で あ っ た。
転移 部手術 （肺 切除術 ） 回数 は 1 − 4 回 で、肝芽 腫 で は 4 回

の 肺 切 が 行 わ れ た。胸 腔鏡 手術 3 例 、開 胸 7 例 で あ っ た。術

前 の 画像 で は認 め ら れ なか っ た が、開胸 于・術 中に 触診 に て 米

粒 大の 腫瘍 を確認で きた 症例 を認め た、
【考 察1
　原 発巣 が 十分に コ ン トロ

ール 行 わ れ て い た症例 で は 、無 病

生存 症例 が 見 られ る ／）集学 的治療 の
．．．

環 と して 転 移性肺 腫瘍

に 対 す る肺切除術 も有効 で あ る。
　 近 年進歩 して きた 胸腔鏡 下手術 は 胸 郭 に 対す る 侵襲 が 小 さ

く、術 後肺機能 に 与え る影響 は 少な い と考え ら れ る．しか し

なが ら、術 中の 触 診 で 発 見で きる 転移 を胸 腔鏡 で は、発見 で

きな い こ とも考 え ら れ、胸腔 全体 を ［
一
分 に検 索す る こ とが 胸

腔 鏡
．
卜手術 で は 難 しい 点 も あ る。VATS 等 の 応 用 的 手技 も含

め、今 後積極 的 に 活用 し て い く必 要 が あ る もの と考 え られ た tt

【は じめ に 】小 児 が ん の 治 療 中 に もは や 治 癒 を 望 め ない 状 態

に な る こ とが あ る．緩利 ケ ア へ の 方 向転換 は患 者側．医療 者

側 双 方 に と っ て 難 しい 選択 で あ る．今 回 わ れ わ れ は CPT −11
を含 む多 剤併 用療法 か ら緩 和 ケア へ 方向転 換 した ⊥例 を経験

した の で 報 告 す る，【症 例 111 歳，女 児，右 後縦 隔 原発神

経 節 芽腫 の 診 断で 右 胸 腔 内腫 瘍摘 出術 を施 行 後．newAl を

6 ク
ー

ル 施 行 し残 存腫 瘍 に 対 し放 射線 照 射 を行 っ た ．1年 5

か 月後 多発肺，骨，リ ン パ 節 転移 を認 め ，CPT−tlに よ る化

学療法を 開 始 し，途中か ら ICE 療法 を 併用 し た．治療 開始

か ら約 2年 後、転移 巣の 増 大 を認め 治癒 は 望め ない と判 断 し

家族 と相談の 上 在宅緩和 ケ ア へ と移行 した．在宅ケ ア 開始 4

か 月後、頚 椎転 移 に よ る麻痺 の 進行 及 び疼 痛，肺 転移 に よ る

呼吸 困難，経口 摂取不 良 とな り，モ ル ヒ ネに よ る 疼痛 コ ン ト

ロ ール ，埋 め 込み 式 WH ポ ートの 留置 在 宅 酸 素療 法 を開

始 した．そ の
一

方で コ ン サ
ー

トに 行 っ た り友人 と面会 し た り

患児 の QOL の 向 トをは か る こ と も可能 で あ っ た．地域 の 訪

問看護ス テ
ー

シ ョ ン 、当院 ス タ ッ フ と連 携を と り患児 と家族

の 希望 に 沿 うよ うに で きる 限 り在 宅 ケ ア を継 続 した．在宅 ケ

ア 開始 5 か 月後 呼吸 困難 を呈 し，救急車 で 搬 送，そ の 翌 日死

亡 した、【考 察】死 に ゆ く子 ど も ・家 族 とかか わ る こ とはプ

ロ ト コ
ー

ル を遵 守 し遂 行す る 医療 と は 次 元 が 異 な り柔 軟 な対

応 が必 要 と され 医療者 に と っ て は 生 きるこ との 意 味 を考 え さ

せ ら れ る 貴重 な機 会 で あ る．在宅 で の タ
ー

ミナ ル ケ ア は 十 分

可能で あ り患 児 とそ の 周辺 の 人 々 に と っ て は 極 め て 有 用で あ

る と思 わ れ た、
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